
上越交響楽団&上
きt"ノ ヽぁL_、 ▲遷ユジョイントコンサー P  __

20qァ .12/17(日 )16:00開演
会場 :高田公園オーレンスラザ

出演 :上越交響楽団 /上越市民吹奏楽団
主催 :上越市教育委員会



ごあいさつ

スコは、

ごぎいます

9月 スのオープン以来、毎コ多くの市民の皆様から圭館をご利用いただいており、活発な市民活動が勢 広げらオ■

ていることを大変うれ1´_く思います |

このたびは、当館をご利用いただいていろ上越交響峯国とL越 Ff民贅奏桑日の皆様 !二ご協考をお縦いた́、こど(1

から二人まで、幅広い世代′)方々から気軽に音奥を発しケをヽ たヽだけるようなコンサー iヽを全薩いたしましチ■,また、Fゴ

ノJの 5つの合唱匿み皆様からもT7ビーで1,歌声を響かせていただき、たくさんのご去館の皆様から音楽を無れ,れてい

ただ:するようなイベントといた1/ま し́た_

このイベントlIは、上越市の友好都市である韓国 ,浦項市の市立交響其日と合嘔Lの皆さんからもご参力「いただく

予定で1ンたが、先月発生した地震の影響でスヨが見送られ、共鎮がかなわなくなってL´まいまL′た。一日も早い復 1日 と

復典を、心から願っておりま
―
ナ.

まもなく当地も白い世界に覆われますが、当館から南堀越し́二鰐̀える街並みや雪化粧した南共卜」など、高団公鰹み

新しい冬景色をご覧にお出かけください

笑顔でクリスマスとが年を迎えられますく上う、本日:i、 素晴らし‐い演奏をお楽しみくださ=

上こ越市教育委員会 教育長  野揮 霧

旨揮者 IIasanorl Hasegawa 長谷川正規

東京藝行大学音楽学部器楽 f・ (テニーバ専攻)を事業.同大学大学院苦薬チ究科

修士課程修了[学部在学中に安宅賞を受賞っソリストして、松尾葉子指揮藝大フィ

ルハーモニア、致岩城宏之指揮オーケストラアンサンブル ,全沢等と共演。テューー

バ奏者として管誌癸・吹奏楽・室内楽の領域で活動するほか、指揮の活動も盛んに

行っており、上越交響楽団、上越市民吹奏楽日、新潟市北区フィル′ヽ一モニー管

弦楽日の定期公演をはじめ、ミュージカル「春のホタル」、オペラ「ヘンゼルをグレー

テル」「愛の妙真」「売られた花嫁」等で指揮者を務める。これまでにテューバを話l′ i

柴―氏に籍事こ現在、上越教育大学大学院学校教育研究科准教授っ

コンサートマスター Ken― ichi Sattizo 三溝健一

松本市出身`4歳よリヴァイオリ
ンを始め、片岡世界、正岡紘子、山岡耕祥、天病敦

子 の各氏にヴァイオリンを、東京音楽大学にて井上書興氏にヴァイオリン及び室内

楽を師事し肥沼きよ、竹内邦光、丸山嘉大、松本範久雄、汐澤安彦の各氏にピアノ

・プルフェーージュ・音楽学・指揮法を師事,大学在学中よリノロ・室内楽・オークストラ
。オペラ等、幅広く演奏活動を行う。殊に「ENSEIllBI´ E“ 藝弦

り
(弦楽合奏 )」

「室

内発“

『

W'(ピアノアンサンブル ):を中′き,に夢鑽を積みヲ在は「音泉室内合奏
「

_

を主義に活動を展開、編出そぅ多数手掛けている。また、関東信越各地の市民・学生

オーケストラと室内売二て演奏指導と活動の発展に尽力、また初心者から専Pl課

程の学生F7_び演奏家の個人レッスンなど広く後進の育成にi,あたる。足立シティオ

ークストラ・松本交響共団。L越交響楽日・拍崎フィルハーモニー管弦楽日、他//

常任・客演コンサートマスター,割指揮者 (足立・松本 ,c音泉室内合奏匿/ソロ。

コンサートマスター:音楽監督c池袋音楽学院 講籠.Gnlppo Vbli主 任講師.
Mudca Rospつ 王幹争



ブ覆グラム&盗 H解説
司会 1小林由香里

上越交響楽団&上越市民吹奏楽団 選抜メンパーによる

■事―プランドノ/市民のためのファンフアーレ
1942年に作黎されたファ/~・ァーシ.20世紀音楽の中で最も分かりやすい作品の 一つであ,、 アメリカ合衆塁が生んた芸術音楽の当
典に位置づけられてい澤 嘔また、戦後オリンピァクのファンファーレ・の類型を作り出したとな言われていますし

出湊 i上越市民吹奏楽団

ロエV=デルニコ,スト/ヨンナートマーチ「アーセナル」
牛曲者のヤン‐ヴァンデルニーストは19縫年、′ウレギー出身。
この出はベルギーで最初に撃道が開通した後道工場吹奏楽国の委嘱で、常」立50周年を記念して1995年に作由峯れました,
イギジス風の警調高7ヽ式奥行進出を意識して書かれており、行進を目的と1,たものではなく、由読はタイトル通り「コンサートマーザJを
なつています。

=本
においても、コンサートの演奏磯会も多い作晃です(

■ユコフィールド′/トロンポナンザ
トロン葦―ン・セクション(3パーけをアィーチャーした吹奏楽オリジナノレら小品(
ヒてヽ 受らしく親しみやすい、ラテンの,ズムにのつた天真鋼漫な山想li、 トロンホーンユ ラ`楽器の持つ'陽気さ

~コ
ーモラスさ"という

ものを、ストレートに伝えています。
楽由から発教塞れるエネルギーは心地よく、最後まで販やかな音楽は聴く者を/ソビーな気分にさせてくれまづ、

ロジンゲルベル in sИng (編山:福田洋‐frl
定番のしケグル・ベル」をかっこよく、スインギーにアレンジした一島.
雪原を疾走すな宥景を行彿とさせる、軽快なテンポ:こ彙せて、合司に「もろびとこぞり

~む
tiまさみなから、現実と展舅tていきます。

中FHa部となる「ちろびとこぞりては」
=本
でも有名なクリスマス讃美歌ですコ

しかし、今回のアレンジでは、それまでのノジをそみままに、ビブラフォンとトコンポーンのノロが盛り込まれた聴きどころとなつていまうち

■A・リード//アレルヤ : ラウダムス・テ 《オルガン付き》
ア″し4ア・ラウダムス・テとは、アレノレヤ=神を贅美して叫ぶ声、ラクダムス=私たちは警め砕える、テ=あなたをと訳され、「我ら汝を誉
め称えん」をいう意味になりまづ

‐
リアノレフレッドリードの作品中最も感動的な作品の一うに上げら耗 名力です。

トラン′も′卜の格護高いファンファーンと荘厳なプラスと打楽器群に始まり、美し クヽラジネットのメ軍デンィーヘ受け継がれますも
そのままフィナーンまでコラール風社長

~~3して、再度冒頭の輝かしいファンファーンで幕を開します。(オルガン付き)と歩,ろよ夕こ、原
由にあるパイフ貸ル`ガン(音 )を加えた壮麗な響きをお屈けします,

日和泉宏隆/宝 島 (輻曲:真島俊夫)
日本を代表するボップ・インストクルメンタル・バンド1・I SQJARE」 の代表裁,

1986年の発表以来t吹奏楽でもお馴染みのナンバーとなり福広く親しまれ続iすていまづL
キャッチーなメロディー、グルー

"ィ

ニなリズムが一体となつて紡ぎだされる音楽は、誰の駒にも宿つている宝島を見/Jけ出1´てくれるこ
とでしょう〕

～休憩～

出演:上越交響楽団

■シベリウス/アンダンテ。フェスティーヴォ
シベリウスは帥22午冬にセイネトサ=製作所という企業の25月年記念式典のために、祝籍 ンタータの作由を依頼さ/1′ましたが、きさや
かな弦楽□重奏歯「アンダンテ・フニスティージォ」を創作しました。カンタータに仕立てなかつた理由Iま不明ですが、短編ながらt,祝
祭行事に.卜さわしい音楽に仕上がりました3その後の経過に、世界的に有名であったシベリクスならではのエピノー滞 あり

｀
まう,

アメリカの音楽評論家の発突で、シベリウスからの許 祝賀メノセージをアメリカにラジオ生宰懇する提案がありまし,■ シベリウスな性
誇し「アンダンテ・フェスティーヴォ」の演奏により応じることとl′、1939年二月lFに作曇者自身の指揮でアメリカに生放送されました。
演奏め た,シベリクス:ま弦楽四重奏走を弦楽合奏版に改編していますっ今回の演奏,ま、より荘厳な書きを持つ弦楽合奏坂によりまづゃ
薩は透きとおった天空に大きな弧を描くような朗々とした主題で調始します。暖かさと慈しみを内側に秘あつつ多彩な陰影を力[え、
最後は力強いアーメン終止で結ばれます。

■チャイユフスキー/〕` レエ組曲「くるみ割り入形J作品71働 らヽ
「くるみ賞り人影Jはドイツの作家ホフマンの童話に基づいた物語で、クリスマス・フリーのある客間で繰り広:fられます.
物語をバレエ:■仕立てるために作壺された非を基iこ、チャイコ7スキー菫身が編農した組由から「行進出」「あし笛の野ヶ

=「
トレスーク_

を演奏します。

■エシユトラウス/ワルツ「美しき青きドナウJ
ウィンナフルンで最も有名な出ですっ19世紀のオーストリア ウ́ィーン,ま俗に踊る世紀と称されるほど、シュトラウス父チやランナーの
フルツやポ′レカにのって踊りに熱狂した時代でした.しかし、1866年にオースリアが宿敵プ●シャとの戦争に敗北を喫したシヨンスこよ
り、誇り高いウィーンの人 l々i気力をなくしてしまいま晩 。そんな時期に暗い空気を一掃するかのようにして作由されたのがこの蓋ですc
当初、ウィーン合唱協会のために作指されたものでしたが、パリ万博で演奏された際に大喝采を浴びたことがきつかけとなり、広く親し
ま″饉 ようになりました[曲はドナウ川の静かな流をしを思わ義 長い序奏に続き、5つのワルツと後奏で構成され、まさに一簿の音詩と
も言うべき奉客雄 えていますぅ
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′′ 種である,it,,イ●ズヱ̂に乗って,ス íイ /-7´ラブjユク,主趣が微蒙微理繰りた碁′tるという単需Lん ン●;ミ ltt

影人 1.1■って書1,れています。■撃 :責 ノF,´ ―卜のソ=:こ 11iり、業碁Ⅲ ■み合わせなさまざ上:.1変え_ながデ,次第 :1厚′4を増 t´ていき■1.

冒万:に ,1機

"ち 'ズ
J、 ::懃 il′ jヽ た盤 |■ .1´ ,こ 最弱音で奏 1られ、弦薬器のヒップィカーート11り てムみ菫■1を縛畿こ́三i.14■ ズムが3=[,

/:子 :ル■なろ全嘉′♪なかで 1与 ,:":4′ :frち鳴テジされ続 i夕 .生の楽界が随予
=千
″ルスム:=加ル|=す ,,ズムから角孝績されるプ)1■最後′)2■

静た,|〔 モ リスニ、ヵ liで 11駆と,F答菱律
`ift々
なうョ奏楽器 :こよっ

=そ
れぞ′L"三現れまう.終始 賓t〔 11敬の変妻や藤薦なと'11

●J行ゎィ1.■・ :)ン ,=ら条蕃
「
二るキ色″変 |ぅ、L青 量

`′

レ増大 ;■■ `|:が
:=〔らな́「考色の⌒ ,■ 力,ア Jとギさオlttiど査考二上の変IL

:i主 主メ■il二′ャレてしヽまJ

―ぎ
｀

◆上越交響楽団 団長 古海法雲
1972年

`確

種47年 )に結成され_.した。当時の彙本の高度経済成長iこ呼応するように、アマチュア音楽家の活動が全国的に活性
化する流れのなか、上越においても市民オーケストラ結成の機運が高まり、地域の高校管弦楽ヨ03ら有志が集って演奏会を開催し
て以来、年2回開催している定嘉演奏会や各方面からの依頼演奏会を通して皆様に規しまれてまいりました.
現在は、指揮者に長谷り|!正規氏、コンサートマスターに三溝健一氏を迎えて充実した活動を震開しています

`

◆上越市民吹奏楽団 団長 藤澤紀章
雁和59年結成.当時上趨エリアで活動中の3観体の吹奏楽震が合4井し、現在の形となりました1.上越市出身の箕蛛響氏を音楽監
督として、姉妹バンドである尾西ウィンドオーケストラとの交流演奏会や、故アルフレッド・リード、ジェイムズ・バーンズ、汐澤安彦、天沼
裕子等の署名な作妻家・指拝者による演奏会を第催.平成26年 4月 、上芝文化会館のご支援i二より、結成30年を記念して、シエナ
.ウインド‐オーエストラとのジョイント=ンサートを買性、来年10月に応

、たたび電オーケストラとのジョイント=ンサートを斎仁予定ですi
現在、年2目の演奏会を核とし〔、上越地域に賛係するアーティストとのジョイントコンサー,ヽ、地域イベントや施設等での演奏も可能
な限り行いt地域   した活動を展舅してしヽます,                     |:■

■    7,|■li■■

肇ヨ讐[


